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中国武漢を発生源とした「COVID-１９」新型コロナウイルス感染症の影響が世界的に広がってい

ます。横浜市としても、各対策などを順次進めていますが、もし新型コロナウイルスの罹患が心配さ
れる状況や、相談先を必要としていましたら、ぜひ下記の横浜市の問い合わせ先などに連絡してくだ
さい。引き続き予断を許さない状況が続きますが、国と連携した対策の強化や市民生活に影響がある
部分への支援強化などを要請してまいります。 

 
横浜市新型コロナウイルス感染症コールセンター 
・感染症の特徴、予防方法、有症時の対応など、 
新型コロナウイルス感染症に関する全般的な 
ご相談にお答えします。 

電話：045-550-5530 

（午前９時から午後９時 土日、祝日を含む） 
 
新型コロナウイルス感染症帰国者・接触者相談センター  

対象 :「新型コロナウイルス感染症が疑われる方」 
及び「その患者を診察した医療機関の方」 
・新型コロナウイルス感染症の発生状況を踏まえ、新型コロナウイルスの流行地域からの帰国者や 
新型コロナウイルス感染症患者との接触歴のある方、PCR 検査を希望される方等からの相談を 
受け付け、同感染症の疑いに該当する方を診療体制の整った医療機関につなぎます。 

電話：045-664-7761 （午前９時から午後９時まで 土日、祝日含む）  
上記以外にも市立学校等の臨時休業と留守家庭児童への対応、市・区が主催・共催するイベント・会議・研修などの
中止・延期の情報を掲載しています。詳細は、「横浜市 新型コロナウイルス」などで横浜市HPをご検索ください。 

 
 
 
 

  横浜市では現在、臨海部の山下ふ頭に IR（カジノを含む統合型リゾート）の誘致を推進しています。
この度、「横浜 IR の方向性(素案)」についての市民意見の募集（パブリックコメント）が始まりました。
ギャンブル依存症対策や地域の治安悪化への懸念など未だ課題の多い IR カジノ誘致ですが、多くの民
意を反映させるため、ぜひ関心を持っていただき、ご意見をお寄せください。素案の内容やその他 IR
誘致に関する資料、パブリックコメント参加方法などは下記の横浜市 HP に記載されています。 

  
■パブリックコメント実施期間 
令和２年３月６日（金）から４月６日（月）まで 
※郵送の場合は当日消印有効。 

※５月までに意見取りまとめと素案修正、６月頃にパブリック 

コメントの結果公表及び横浜ＩＲの方向性策定と公表を予定 

■提出手段 郵送・FAX・電子メール・専用はがき 
 ※詳細は横浜市 HPまで。 

★こがゆ康弘は横浜へのカジノ誘致に反対です。 
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現在、横浜市の議会では令和２年度予算案が審議されています。厳しい財政状況の中、予算全体で
は昨年比 1.2％減の総額 1兆 7,400 億円の予算編成を見込んでいます。人口減少・少子高齢化の進展

が見込まれる中、将来に向けた、子育て・教育分野や、防災・健康・福祉関連事業などは重点的な予
算配分となっており、こがゆ康弘が訴えてきた、市民の皆様の安心・安全や教育、こどもの貧困問題
といった課題に対しての要望が実現出来たことは、大変うれしく思っております。一方で、課題の多
い IR カジノ推進予算も含まれており、慎重な議論が必要です。今後もより多くの市民の皆様から   
ご意見を頂戴し、子供からシニア、障がい者や女性など、おかれた環境によらず全ての方々が安心  
して暮らし、活躍できる横浜市を目指し、全力で取り組んでまいります。 
 
 
・経   済 中小企業支援(364億円)、商店街の振興(3億円)、戦略的企業誘致(29億円)など 
・教育・福祉 小児医療費の助成(95億円)、貧困対策(7億円)、保育所待機児童対策(116億円)など 
・高齢者対策 老人ホームの整備(32億円)、介護人材確保(3億円)、生活習慣病予防(50億円) など 
・防   災 豪雨・がけ崩れ対策(100億円)、地震対策(30億円)、緊急輸送路の整備(35億円)など 
・まちづくり IR の推進(4億円)、新たな劇場の検討(2億円)、東京オリ・パラ開催(12億円)など 
 
 
・鶴ヶ峰駅付近の相鉄線地下化の推進と北口周辺の将来像に基づく土地利用計画や事業手法の検討 
・「相鉄・東急直通線」の整備、二俣川駅への可動式ホーム柵の設置補助、横浜環状鉄道の検討 
・小学校の建替えに向けた設計（都岡小学校：実施設計、二俣川・万騎が原小学校：基本設計） 
・若葉台地区センター体育室への空調機の設置と天井の脱落対策、ひかりが丘住宅住戸内改善工事 
・鴨居上飯田線本宿二俣川地区、白根通り斉藤橋付近の道路工事の推進、帷子川学校橋・広場整備 

※本予算案は市会第 1 回定例会（1 月 30 日～3 月 24 日）で審議されるものです（現時点で確定されたものではありません）。 
 
 
 
 
 
こがゆ康弘は、３月２日に行われた市会第１回定例会、 

建築局予算審査にて質疑を行いました。今回はがけ地の 
防災対策、管理不全空家対策、木材利用の推進など合計 
６項目２２問の質問を行いました。以下にその中から 
4 問をピックアップして掲載いたします。 

 
 

 こがゆ康弘 質問 建築局 答弁 

①  
逗子市でがけが突然崩れ、高校生が亡くなるという

大変衝撃的な事故がありました。今回の事故を踏ま

え、本市のがけ地の安全性確保について伺う。 

皆様が安心して生活をしていただけるよう、総合的な崖

地対策である「予防・復旧対策」や「発災時の応急対策」

そして「普及啓発」を、より一層推進してまいります。 

②  
管理不全な空家が増加する中、解決に向けて新たに

整備される管理システムの役割について伺う。 

解決に至らない空家の所有者情報などを共有管理するこ

とで局間の連携や、今後の改善指導に役立てていきます。 

③  
万騎が原小学校の建替えでは、木造化の検討が行わ

れているが、今後の公共建築物への木材利用の推進

に向けた取組みについて伺う。 

公共建築物への木材使用量の数値目標を設定するととも

に、利用方針の改訂を行います。また、生産者と連携し

安定した木材調達の仕組みづくりに取組みます。 

④  
相鉄、東急の相互直通運転を控え、いずみ野線沿線

の魅力向上に向けて、継続的に地域住民を巻き込ん

でいく仕組みづくりが必要と考えるが見解を伺う。 

相鉄、区役所、学校、地域の活動団体等との更なる連携

を進め、本取組を沿線にお住まいの方々に分かり易く情

報発信し着実に参加者を増やしていきたいと思います。 

令和２年度予算 旭区に関する主な項目（予定） 

 

昭和 42 年鶴見区生まれ。 
早稲田大学大学院卒業後 13 年間の民間企業勤務を経て、 
横浜市会議員に。２００６年初当選（現在５期目） 
【2019 年度】 
常任委員会：水道・交通委員会 
特別委員会：郊外部再生・活性化特別委員会 
      （委員長） 
国民民主党神奈川県第 6 区総支部代表 

令和２年度予算案のポイント （一部抜粋、カッコ内の予算額は１億円未満を四捨五入） 

FACE BOOK のｳｪﾌﾞ 
から「こがゆ康弘」 
で検索 

市民生活に 
直結する… 

ウイルス感染防止のためマスクを着用しています 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Facebook.svg



